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祭りは、町を明るく、楽しく、そして、

活気づけてく れます。

第29回目を迎えた 「おおむら祭」。当初

は、産業まつりとしてにぎわっていまし

た。

今回は、天正少年帰国400年祭を記

念した時代行列や恒例の伝統芸能など多

彩な催しを披露。多くの人出でにぎわい

ました。

※ 関連記事は4~5ページ
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あなたの事どんな夢
=市制施行50周年記念事業二

大
村
市
は
¥
昭
和
行
年
2
月
竹
日
、〈
王
国
で

7
8

8
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
¥
平
成
4
年

2
月
で
「市

制
施
行
印
周
年
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。

大
村
市
は
、
国
際
空
港
を
目
指

す
長
崎
空
港
を
有
し
、
ま
た
、
九

州
横
断
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り

今
や
空

・
陸
の
物
流
、
交
通
拠
点

都
市
と
し
て
、
め
ざ
ま
し
い
躍
進

を
続
け
て
い
ま
す
。

誕
生
か
ら
半
世
紀
を
迎
え
る
大

村
市
、
か
っ
、
千
年
の
歴
史
を
誇

る
大
村
市
。
幻
世
紀
へ
向
か
っ
て

活
力
に
満
ち
、
個
性
豊
か
な
と
き

め
き
の
都
市
大
村
を
皆
さ
ん
と
共

に
創
造
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
市
制
施
行
日
周
年
を

記
念
し
た
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

大村全景

応募資格 市内に住んでいる

人または、市内に勤務 ・通学

している人(個人でもグルー

プでも構いません。)

応募方法 規定の応募用紙に

記入の上、総務課へお送りく

ださい (800字以内)

※応募用紙は、総務課、各出

張所にありますが、次号「広

報おおむら 1月号Jで各世

帯へお送りします。

内 容 全市的なもので

①キャッチフレーズ

②イベント(祭り、スポーツ、

音楽など)

③記念モニ ュメント

菌など)

④ その他(記念事業にふさわ

しいもの)

応募期限 平成 3年 2月 9日

(土)必着

※詳しいことは、総務課へお

尋ねくださし」

応募要領=

(像、塔、

昭和46年長崎空港建設
工事着工前の箕島

今年!月 26日全面開通した九州横

断自動車道(大村インタ ー付近)

大
村
市
の
お

い
た
ち
(
抜
粋
)

0
昭
和
U
年
2
月
日
日

大
村
町
に
萱
瀬

村
、
福
重
村
、
松
原
村
、
鈴
田
村
、

三

浦
村
が
合
併
。
全
国
で
1
8
8
番
目
の

市
と
し
て
誕
生
。

当
時
の
人
口
・・・
3
万
9
千
5
7
2
人

o
U
年
4
月

全
国
初
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
レ

i
ス
を
開
催

o
M
年
5
月

大
村
空
港
が
開
港
。

0
お
年
7
月

東
彼
杵
郡
武
留
路
郷
が
大

村
市
に
編
入
さ
れ
る
。

o
m初
年
叩
月

新
市
庁
舎
落
成
。

o
m
M
年
3
月

。
お
お
む
ら
ざ
く
ら
H

が

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
。

o
U
年
4
月

市
花
に
「
お
お
む
ら
ざ
く

ら
」
が
決
定

o
m年
5
月

長
崎
空
港
開
港

o
M
年
7
月

秋
田
県
角
館
町
と
姉
妹
都

市
提
携

。
日
年
4
月

兵
庫
県
伊
丹
市
と
姉
妹
都

市
提
携

。
日
年
4
月

公
共
下
水
道
供
用
開
始

o
U
年
日
月

長
崎
自
動
車
道
(
大
村

1
多
良
見
間
)
開
通

。
日
年
6
月

人
口
7
万
人
到
達

o
M
年
1
月
7
日

昭
和
天
皇
ご
逝
去
。

「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
の
時
代
へ

o
平
成
元
年
3
月

J
R
諏
訪
駅
誕
生

o
元
年
6
月

市
の
木
「
イ
チ
イ
ガ
シ
」

に
決
定

0
2
年
1
月

「
お
お
む
ら
ハ
イ
ウ

ェ
イ

ロ
ー
ド
レ

l
ス
大
会
」

開
催
。

0
同

九
州
横
断
自
動
車
道

・
長
崎
自
動

車
道
全
線
開
通

0
2
年
7
月

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国

4
0
0
年
祭

-2-



天 草少年
帰富~O診隼記窓

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12 
月
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広報おおむ ら 平成 2年 12月号

司記念講演

三浦哲郎先生 市川森一先生
(作 家 脚本家〉

パネリスト

を
の

午
前
9
時
日
分
か
ら

午
後
4
時

ω八
刀
ま
で

日
本
と
西
洋
と
の
出
会
い
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
鉄
砲
の
伝

来
、
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
る
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
な
ど
に
始
ま
り
、
西
洋

文
化
を
享
受
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
天
正
日
年
、
大
村
そ
し

て
日
本
の
歴
史
に
残
る
「
天
正
少

年
使
節
」

の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
派
遣
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

8
年

5
か
月
の
旅
を
な
し
遂
げ

皆川達夫先生
(立教大学教授〉

松田毅一先生
(京都外国語大学教撞)

小中陽太郎先生
(作 家〉

〆/

小島幸枝先生
cl霊協大学教慢〉

片岡千鶴子先生
(句IG¥女子理期大学学長)

市

民
4晶

zr 

館

た
少
年
使
節
は
、
西
洋
に
日
本
の

存
在
を
知
ら
し
め
た
だ
け
で
な
く
、

西
洋
文
化
を
普
及
さ
せ
る
な
ど
、

当
時
で
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、

日
本
と
西
洋
と
の
国
際
交
流
の
原

点
と
も
い
え
る
も
の
で
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
4

0
0
年
た
っ

た
今
で
も
語
り
継
が

れ
て

い
る
「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
」

を
テ
1
マ
に
、
少
年
使
節
を
取
り

巻
く
背
景
や
真
相
を
探
り
ま
す
。

司
会
に
は
、
脚
本
家
で
お
な
じ

み
の
市
川
森

一
先
生
、

記
念
講
演

に
は、

作
家
の
三
浦
哲
郎
先
生
、

そ
の
外
、
各
分
野
を
代
表
す
る
パ

ネ
リ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、
基
調
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

-第 1部二基調発表

・第 2部二記念講演

・第 3部二シンポジウム・

質疑応答

入場料 大人 1000  
円、中 -高生 ・無料

問い合わせ まちづく り

之進室 (内線245)

; 天目需国4吋念 i

「大村の歌」光る海 !

fふ3¥るさと大村σの)i 
品 川 … 吋

4少年をイメ一ジした歌です。 i
より多くの皆さんに親 しんでい ;

ただきたいと思います。 f

販売価格 1本 900えん ; 

j申 し込み まちづく り推進室 ; 

野 評

発売申/

海
か
ら
た
ど
。
た
よ一
ム
村
の
歴
史

1
4
少
年
の
夢

天
正
少
年
帰
国
4
0
0
年
記
念

事
業
推
進
協
議
会
で
は
、
旧
大
村

藩
の
歴
史
を
海
か
ら
た
ど
ろ
う
と

日
月
お
日
「
4
少
年
の
夢

・
史
跡

ク
ル

l
ジ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
き
わ
や
か
な
中
、
参

史
跡
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ー

大村湾や雄大な多良山系をながめながら、
快適な海の旅を楽しむ参加者(鬼・大村湾)

加
し
た
ち
び
っ
子
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
約
2
0
0
人

が
大
型
高
速
旅
客
船
で
出

発
。中

浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

の
出

生
地
で
あ
る
中
浦
(
西
海

町
)
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易

港
と
し
て
栄
え
た
横
瀬
浦

(同)、
波
佐
見
出
身
の
原

マ
ル
チ
ノ
に
か
か
わ
る
彼

杵
を
目
指
し
ま
し
た
。

船
上
や
目
的
地
で
は
、

大
村
史
談
会
や
当
地
の
史

談
会
の
人
た
ち
に
よ
る
、
大
村
湾

に
ま
つ
わ
る
文
化
、
産
業
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
り
、
大
村
湾
や
雄

大
な
多
良
山
系
を
な
が
め
な
が
ら

ゲ
l
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
快
適
で

有
意
義
な

1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
~ 3 ー



天正少年
帰冨~.隼記怠

ら
祭

第
鈎
回

4-

む

お
お

彩

行

田昌E

119 

多

代

JJ 

親l

l乙

...天正少年帰国400年を記念して作られ

た、大村の歌 「光る;a-.Jの発表会。

j兵圭介、著草恵両氏を招き、全員合唱も

行いました。パ ックコ ラスは力ト レア

コーラスの皆さん。

5
0
0
人
が
参
加
。
プ
ラ
ス
パ
ン

先
頭
に
子
供
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ

ズ
ム
ダ
ン
ス
、
民
踊
・
日
舞
道
行

ス
大
村
パ
レ
ー
ド
、

4
0
0
年
祭

行
列
、
寿
古
踊
、
龍
踊
り
、
樽
み

カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
街
頭
パ
レ

i

よ
び
祭
広
場
(
野
球
場
)
披
露
が

れ
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秩
空
の
中
、
多
彩

し
に
訪
れ
た
チ
ピ
ッ
子
や
お
年
寄

で
、
満
足
げ
に
見
入
っ
て
い
ま
し

ド
ミ リを

第
却
回
目
を
迎
え
た
「
お
お
む
ら
祭
」

が
、
日
月
2
日
の
前
夜
祭
、

3
日
の
本

祭
り
と
2
日
間
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

前
夜
祭
で
は
、
大
村
の
美
の
使
節
と

な
っ
た
卯
ミ
ス
大
村
選
彰
式
や
職
場
対

抗
歌
合
戦
、
そ
し
て
、
天
王
少
年
帰
国

4
0
0
年
祭
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
大

村
の
歌
「
光
る
海
」
の
発
表
会
も
、
浜

圭
介
(
作
曲

・
歌
)
、
若
草
恵
(
編
曲
)

両
氏
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
日
の
本
祭
り
で
は
、

団
団
体
約
1

企12チ ムが参加した職揚対抗歌合

戦。仲間や家族などの声援を受11

熱唱/

優勝は¥大村j兵屋チームでした。

こ時三
し代

ド
お

行
わ

な
イ崖

り
ま

た
。

企子供みこ しや女性みこしまで13団体500人が

参加しての勇壮な樽みこレ。察 りも最高潮/

...歌いやすい歌です。皆さんも

ぜひ覚えてく ださい。

で ' r

d軍事

哩島 ー

企向陽高校のチ?リ 夕、一。

若さあふれる演技です。

A零古踊・・・黒丸踊やj中田踊と同じ由来を

持ち、県の無形文化財に指定されてお

り、別名殿様踊とも呼ばれています。

奥深く美 しい伝統芸能を披露しました。

"'400年察時代行列 松本市長が大村純忠にふんした
のをはじめ、高瀬商工会議所会頭、吉川議長、金子農

協長、そして、大村少年使節団としてヨー口 ッバに派

遣された中学生ち加わった総勢 120人が、それぞれ

の役の衣装を身にまとい出場。歴史を感じさせる行列

に盛んな拍手が送られました。

農協

企子供たちの目が一斉に糧きます。おまたせしましだ、

力 二パルの登場ですc

大村3部隊による、 趣向を凝らした、桃太郎やミソキ
マウス、そして、今回は伺と、ミュージ力ル「口

マを見た」まで飛び出しましたc

企大村市連合婦人会、民踊協会、民踊愛好会、

婦人部の総勢 350人による民踊道行。

〕 遣さF

/ かわいい

...煙を出しながらの龍踊りは県内でち珍しいとのこと。

大村独特の勇猛果g~な龍踊り仁、 t ってこ~い、 t っ
てこ~いのアンコ-)Uo 

4
ミ
ツ
コ
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス・
・ム
つ
や
人

気
の
的
の
リ
ズ
ム
、タ
ン
ス
、
チ
ビ

ッ
子
の
演
技
ち
、
な
か
な
か
堂
に

入
っ
て
い
ま
す
。

広報おおむら平成 2年 12月号

砂

皆 おあ
さ似で
ん 合や
。い か
のな

11 振
'90り
ミそ
スで
大姿
村が
11 良
σコく



新
た
$

3
出
会
V
と

未

来

求を

M 
τ 

ー
大
村
市
国
際
受
流
協
会
を
設
立

l

日
本
の
国
際
化
は
、
「
物
」
の
交
流
か
ら
「
人
と
心
」

の
交
流
へ
、
さ
ら
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
へ
と
進
み
つ
つ
あ
り
、
今
ま
さ
に
「
地

域
の
国
際
化
」
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
村
市
で
は
、
人
と
人
、
心
と

心
の
未
来
を
担
う
人
材
育
成
、
ま

た
、
大
村
市
の
個
性
を
生
か
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
国
際
交
流
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
「
大
村
市
国
際
交

流
協
会
一
を
設
立
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
教
育

・
文
化

・
ス
ポ

ー
ツ

・
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
に

お
け
る
国
際
交
流
を
、
皆
さ
ん
が

主
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
活
動
が

で
き
る
場
と
し
て
の
協
会
を
目
指

し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。

新
た
な
る
出
会
い
と
未
来
を
求

め
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
賛

同
と
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

協
会
の
主
な
活
動

3
ふ
↑
4
す
1
4
fi

i-

教育功労者を表彰

4・トi-i-4・

大村少年使節団

教育、文化の振興に寄与された個人21人、

4団体が表彰を受けられました。
(;，lイ・市役所)

に続与
対者 さ 市
す な れの
るとれた 教
表 、個育
彰 個 人
式 人や 文
が 21団化
11人 f本の
月、、 t辰
1 4 司ぇ興4
日 団 年に
、体勤 寄

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

1
一
般
表
彰

l

-
青
少
年
な
ど
各
分
野
に
お
け
る

海
外
派
遣

・
市
民
海
外
派
遣

・
ホ
l
ム
ス
テ
イ
、

ッ
卜

ホ

ム
ビ
ン

-
在
住
外
国
人
交
流

・
姉
妹
都
市
等
交
流

.
語
学
研
修
講
座

・
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

・
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

.
子
ど
も
国
際
交
流
な
ど

入
会
資
格
・

市
内
に
居
住
ま
た

は
、
通
勤

・
通
学
す
る
個
人

・
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
す
る

法
人

・
団
体

入
会
手
続
き

入
会
ご
希
望
の
人

は
、
所
定
の
「
加
入
申
込
書
L

に

V
深
草
静
雄

地
方
史
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、

史
談
会
の
発
展
、
史
跡
等
文
化
財

の
顕
彰
、
郷
土
の
歴
史
教
育
な
ど

文
化
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
口

V
鹿
取
進

小
中
学
校

P
T
A
お
よ
び
市

P

T
A
連
合
会
の
会
長
と
し
て
教
育

の
振
興
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
村
市
美
術
協
会

美
術
の
普
及
振
興
に
努
め
、
芸

術
文
化
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
c

v
大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

青
年
団
活
動
を
通
し
て
団
員
相

互
の
親
陸
、
地
域
社
会
の
建
設
に

努
め
る
な
ど
、
社
会
教
育
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
加
入
申
込
書
は
、
企
画
調
整
課

に
あ
り
ま
す
。

会
費
(
年
額
)

個
人
:・
2
0
0

0
円
、
法
人
・
団
体

:
i口
1
0
、

0
0
0
円

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
「
大
村
市
国
際
交
流

協
会
設
立
準
備
室
」
(
⑪
2
2
3
)
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V
西
村
文
子

市
コ
ミ
セ
ン

に
液
日
間
ビ
ジ
ョ
ン

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
中
村
幸
恵
、
高
松
ヒ
ロ
子

文
化
基
金
と
し
て
多
額
の
浄
財

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大

村
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

中
学
校
に
吹
奏
楽
器
を
寄
贈
さ

れ
る
な
ど
、
教
育
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

H

教
職
員
永
年
勤
続

l

長
崎
フ
ミ
、
高
島
康
彦
、
岩
永

フ
ミ
、
小
佐
々
博
子
、
松
本
醇
子
、

富
永
友
子
、
朝
長
嗣
太
、

小
漬
清

一
、
上
田
博
久
、
田
中
卓
郎
、
古

賀
孝
明
、
鬼
塚
卓
朗
、
後
藤
明
、

田
崎
誠
一

、
草
野
昭
、

一
瀬
恒
之



広報おおむら平成 2年 12月号

秋 の叙
大村から 6氏が栄えある受章

ミス大村

小漬都子さん

ミスおおむら桜

三井直美さん

ミス花菖蒲

谷本佳代子さん

大村のPRよろしく
二ミス~柑3人決まる二

村
ミ L 大
ス 3 ネ;
大 人 を
村が 代
に 決 表
:ま ま す
小りる
j賓 ま 「
郁し・90
子たミ
さ c ス
ん大

(泣
歳

・
古
町
2
丁
同

・
会
社
員
)
、

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
に

1
三
井
直
美

さ
ん

(
印
義
・
原
口
町

・
…一子
生
)、

ミ
ス
花
菖
諸
に
は
谷
本
佳
代
子
さ

ん
(
出
歳

・
小
路
口
本
町
・
…
一
子
生
)、

が
選
ば
れ
ま
し
た
巴

小
漬
さ
ん
は
、
身
長
問
叩
、
趣

味
は
旅
行

・
ド
ラ
イ
ブ
c

三
井
さ

ん
は
、
身
長

問
問
、
趣
味
1
旅
行
。

谷
本
さ
ん
立
、
身
長
則
的
、
趣
味

1v
ド
ラ
イ
ブ
。

日
月
2
日
の
お
お
む
ら
祭
前
夜

祭
で
は
選
彰
式
、
同

3
H
は
、
街

頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
い
、
あ
で

や
か
な
姿
を
披
露
?)ま
?)
た
。

小
漬
さ
ん
1

「
大
村
立
大
好
き

な
所
、
こ
れ
か
ら
大
村
を
も
っ

と

勉
強
し
て
、
全
国
に

P
R
し
た

い」

。
三
井
さ
ん
と
谷
本
さ
ん
も

「大
村
の
良
さ
を
P
R
す
る
た
め
、

最
後
ま
で
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

平成 2年秋の叙勲が決まり 、大村 から

は次の 6人の方 が受章されました。

おめでとうご ざいます。

。勲四等端宝章
福田通男 さん (片岡了 ・81歳)

元大村保健所長

。勲五等双光旭日章

上野諦信 さん (中里町 ・71歳)

現県子ども会育成連合会長、元全国子

ども会連合会長

漬本寅義 さん (久原 1丁目 ・73歳)

元下関入国管理事務所警備課長

松崎竜巳 さん (協和町 .73歳)

元佐賀地方気象台技術課長

。勲五等瑞宝章
小 西守 さん (東大村 1丁目 .76歳)

元大村市議会議員

。勲七等青色桐葉章
樋口園美 さん (宮小路 1丁目 .61歳)

元三等陸尉

か
恕
人
間
関
係
じ
て
ま
す
か

人
権
週
間
住
用
4
白
f

}

刊
日

皆
さ
ん
は
、
日
常
生
活
の
中
?

お
互
い
に
佃
手
の
立
場
を
考
え
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
楽

し
く
暮
ら
し
て
わ
ら
れ
ま
す
か
。

・も
し
、
理
由
な
く
無
理
を
強
い

ら
れ
た
り
、
人
権
を
無
視
さ
れ
で

い
る
人
、

ま
た
、
土
地
・

{丞
居
・

戸
籍

・
登
記

・
相
続
な
ど
で
'お悩

み
の
人
ば
法
結
局
大
村
支
局

(
8

8
2
5
4
7
)
ま
た
ほ
、
人
権
擁

護
委
員
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ

い
c

。
人
権
擁
護
委
員

(
敬
称
略
)

石
橋
正
夫

久
原
l
了
月

(
宮
内
ωv
b
0
9
4
)

錦
戸
貞
子

木
場
1
丁
目

(宮
⑪
0
1
9
7
)

岩

永

宏

松
原
l
了
回

(宮
③
7
4
5
1
)

谷
本
康
子

杭
出
津
2
丁
目

(宮
⑬
3
2
7
5
)

『特
設
人
権
相
談
所
』

を
開
設

日

時

ロ

月

5
日
側
、
午
前
日
時
1
午
後
3
時

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

な
わ
、
定
例
相
談
は
、
毎
月
第
1
木
曜
日
、
市
役
所
で
行

っ
て
い

ま
す
が
、
ロ
月
6
日
肘
は
行
い
ま
せ
ん

国勢調査無事終了
ご協力おりがとう

ございました

; 市姐自 集 一 大 附の

ノUは 3. 4 3 9人 (男

3S.034人、女 38. 4 

o S人)で、世帯数 22. 2 

5 6世帯でし たc

地 区集計などの詳しい調査

錦戸貞子 さん

錦戸・岩永さんに

表彰状、感謝状が
人権 の擁護と人権思想の普

及高揚に貢献されている、錦

戸貞子さんは長崎地方法務局

長表彰、岩永宏さんは長崎県

人権擁護委員連合会長感謝状

を受けられ ま した。

~7 



企真剣に消防訓練

枚の全国火災予防運動初日の11月9日、

大村消防署では、特別養護老人ホ-b，宗

の里で消防訓練を行いました。

訓練に参加したのは、団本部および3
"-'7分団の消防団員約60人と¥ホームの

自衛消防隊の皆さん。

高齢者を抱えるホームでは、訓練とは

いえ真剣そのちのc 消防団到蓄までの問、

自衛消防に努めました。

企思いやりの地域づくりを目指し

C%-28・市営陸上競技場ほか〉

引広げようふれあいの輪、青てようボ

ランティブフの1[，¥"をテ マに行われた「す

こやか福祉フェ?←」。

思いやりのある地域づくりを目指そう

と、県、県社会福祉協議会が中山となり

開かれたtので、市営陸よ競技場を主会

場仁、福祉施設の作品展示 ・即売、保青

園児による踊り、小動物ランド、熱気琢

の体験試乗、白バイ隊員によるトライ?

ル演技などで2日間にぎわいました。

4

司
小
林
さ
ん
優
良
賞

(
広

・
市
民
会
館
)

第
訂
回
文
部
大
臣
旗
八
王
国
高
等
学
校
弁
論
大

会
が
什
月

2
己、

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
レ
た
。

大
会
に
は
、
長
崎
県
代
表
4
人
を
は
じ
め
全

国
か
ら

μ人
の
高
校
生
が
出
場
。
生
徒
た
ち
は
、

学
校
や
家
庭
生
活
な
ど
を
通
じ
た
体
験
、
考
え

な
ど
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

結
果
で
は
、

向
陽
高
校
の
小
林
佳
織
さ
ん
が

優
良
費
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

品
調

守t

d 

...市立病院でも消防訓練C%・市立病院〉

市立病院では、入院患者の避難 ・誘

導を目的とし疋消防訓練が行われま し

たc

訓練は、 6階病棟出火を想定。看護

婦さんらによる、真剣で、かつ迅速な

被助活動が行われました。その後、 消

火器使用の実施訓練ち行われ、 防災へ

の認識を深めま した。

4
創
立

ω周
年
を
祝
っ
て

(%

・
市
民
会
館
)

桜
龍
吟
舞
道
大
村
吟
詠
会
が
創
立
叩
周
年
を

迎
え
什
月
什
己
、
市
民
会
館
で
記
念
吟
剣
詩
舞

道
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

合
吟
や
詩
盟
問
、

市
内
の
名
所
な
ど
を
映
し
て

の
ス
ラ
イ
ド
吟
詠
、
華
道
吟
、
大
村
吟
一
詠
会
音

頭
な
ど
、
記
念
大
会
と
あ
っ
て
企
画
ち
多
彩。

ま
た
、
県
内
外
か
ら
ち
吟
昔
話
宜
好
家
が
祝
い

に
か
け
つ
け
、
大
会
を
一
層
盛
り
よ
げ
ま
し
た
。
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企横浜の高校生ナマコ漁を見学

(り~ . 杭出津沖合)

修学旅行で長崎県を訪れた神奈川県立問

津高校の生徒15人は、 11月6日大村を訪れ、

解禁とな ったナマコj魚、を寛学しましたc

't也I或とのふれあい学習」をテ マ仁、

旅行先の産業 ・文化を学び、そこで働く人

たちとの交流を図ろうと訪れたもので、 ;魚、

を見るのちナマゴを見るのち初めてという

ま徒たち、試禽会では、 恐る恐るハシをつ

けた生徒ち 「おいし~い /-lとc



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

軍t民年金

第
3 
号

届櫨

l:t= 由開
険U 者てのま

す
力、
/ 

保
険
と
年
金
の
手
続
き

は
別
々
で
す
ノ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
被

扶
養
者
)
は
、
ご
主
人
の
加
入
し

て
い
る
職
場
の
年
金
(
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
)
が
、
保
険
料
を
一

括
し
て
負
担
す
る
第
3
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

広報おおむら平成 2年 12月号

国民毎金写翼コジテスト
締め切りは12月10日(月)です。

お早自に/

〉 サイズ…キャビネ以上4切まで

(カラー・白黒)

?※詳細は9月号に掲載しています。

し
か
し
、
第
3
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
が
必

要
で
す
。
時
々

、
私
は
保
険
証
に

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

届
け
出
は
し
て
い
る
と
感
違
い
さ

れ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。

保
険
と
年
金
の
手
続
き
は
別
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届

け
出
用
紙
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
ご
主
人
の
勤
め
先
で
確
認
を

受
け
、
市
民
課
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
て
も
、

保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん

「こ
の
届
け
を
す
る
と
、
夫
の

厚
生
年
金
保
険
料
が
今
ま
で
よ
り

高
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
。」

と
い
う

話
し
を
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん。

厚
生
年
金

・
共

済
組
合
の
保
険
料
は
、
ご
主
人
の

給
与
額
に
よ
っ
て
決
っ
て
お
り
、

扶
養
に
入
っ
て
い
る
入
つ
て
な
い

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん。

届
け
出
が
遅
れ
た
ば
か
り
に
、

不
利
益
に
な
る
と
い
う
事
が
な
い

よ
う
、
人
生
の
節
目
節
目
に
は
手

続
き
を
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う

c

※
以
前
、
公
的
年
金
(
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
な
ど
)
に
加
入
し
て

い
て
、
年
金
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い。

※
自
分
は
届
け
出
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
な
人
は
、
保

険
年
金
課
年
金
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い。

家
庭
と
こ
ど
も
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に

児
童
手
当

-
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含

む
四
歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以
上

養
育
し
て
い
る
人
で
、
収
入
が
一

定
の
額
未
満
の
場
合
。

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

満
6
歳
に
な
っ
た
日
以
後
に

お
け
る
最
初
の
3
月
訂
日
以
前

の
児
童
を
い
い
、
具
体
的
に
は

平
成
2
年
度
は
、
昭
和
田
年
4

月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童

・
児
童
手
当
の
額

2
番
目
の
児
童
に
は
月
額
2
5

国
民
健
康
保
険

9
月
分
の
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

「保
険
証
な
ん
か
使
わ
ん
と
に

な
ん
で
保
険
税
ば
払
わ
ん
ば
と
や

ろ
か
」
と
い
う
声
を
時
々
耳
に
し

ま
す
。も

し
1
回
も
保
険
証
を
使
わ
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
の
納

め
た
保
険
税
は
ほ
か
の
人
の
医
療

費
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
入
院
し

0
0
円、

3
番
目
以
降
の
児
童
に

は
、
一
人
に
つ
き
月
額
5
0
0
0

円
が
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
支
給
月
は

2
月

・
6

月

・
日
月
で
、
前
月
ま
で
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
特
例
給
付

所
得
が
多
い
た
め
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
被
用
者
(
厚
生
年
金
等

に
加
入
し
て
い
る
人
)
に
つ
い
て

も
、
平
成
3
年
5
月
ま
で
の
問
、

事
業
主
の
負
担
に
よ
り
同
額
の
手

当
(
特
例
給
付
)
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
特
例
給
付
の
場
合

も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

-
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の

手
続
き

①
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
認
定

請
求
書

支
給
を
は
じ
め
て
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
や
、
す
で
に
受
け
て
い

て
医
療
費
が
高
く
な
っ
た
と
き
は
、

納
め
た
保
険
税
以
上
に
国
保
か
ら

支
払
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
、

ほ
か
の
人
の
保
険
税
を
使
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
保
が
な
く
全
額
自
己
負
担
に

な
れ
ば
、
病
的
苦
痛
だ
け
で
な
く

経
済
的
苦
痛
ま
で
も
背
負
い
こ
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
日
ご
ろ
か

ら
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
あ

い
、
み
ん
な
で
助
け
あ
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
相
互
扶
助
」
こ

れ
が
国
保
制
度
で
す
。

9
月
分
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ

る
人
が
、
外
の
市
区
町
村
に
住
所

が
か
わ
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
は
、
認
定
請
求
の
翌
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
(
公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
)

②
現

況

居

所
得
の
状
況
、
養
育
の

状
況
を
毎
年
確
認
す
る
た

め
の
届
け
で
す
。

6
月
中

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

③
そ
の
外
の
届
け

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、
す
ぐ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

-
受
給
者
、
児
童
が
、
外

の
市
区
町
村
に
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き

-
出
生
や
死
亡
な
ど
で
、

し
ま
す
。
私
た
ち
の
健
康
と
生
活

を
守
る
大
切
な
制
度
を
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険

係(
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
う
が
い
を

し
よ
う
)

児
童
数
一が
変
わ
っ
た
と
き

-
児
童
が
四
歳
に
な
っ
た
と
き

-
特
例
給
付
の
受
給
者
が
会
社
を

退
職
し
た
と
き

-
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と

き-
そ
の
外
、
氏
や
養
育
者
の
変
更

な
ど
、
受
給
者
、
児
童
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
記
録
係
へ

0
0

一・

-9-
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ま司.，1

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

広報おおむら平成 2年 12月号

横
田
肇
さ
ん

(
百
歳

・
池
田
1
丁
目
)
無
職

下
山
達
雄
さ
ん

(
別
歳

・
水
田
町
)
無
職

①
ミ
ニ
コ
ミ
紙
発
行
(
所
属
な
し
)

②
退
職
後
「
何
か
地
域
の
人
た
ち
の
お
役
に
立

て
れ
ば
」
と
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
出
版
を
始
め
た
。

タ
イ
ト
ル
は

「
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
で
、
昭

和
幻
年
に
第
1
号
を
発
行
、
そ
の
後
偶
数
月
に

発
行
し
て
お
り
、

日
号
を
超
え
ま
し
た
。

③
当
初
は
2
0
0
0
部
だ
っ
た
の
が
、
愛
読
者

が
増
え
現
在
3
5
0
0
部
を
印
刷
し
て
い
る
。

遠
い
所
で
は
、
北
海
道
か
ら
も
便
り
を
い
た

だ
い
た
り
、

川
棚
で
は
愛
読
者
の
会
を
設
け

た
と
の
通
知
を
い
た
だ
い
た
り
、
喜
び
に
絶
え

な
し内

容
は
「
今
の
時
代
、
お
金
や
物
で
は
な
く

H

心
H

を
欲
し
が
っ
て
い
る
」
と
の
考
え
を
基

に
、
読
ん
だ
本
や
新
聞
な
ど
で
感
銘
を
受
け
た

こ
と
や
読
者
か
ら
の
投
稿
、
逆
に
原
稿
依
頼
を

し
た
り
、
自
分
自
身
の
考
え
な
ど
を
記
事
に
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ミ

ニコ

ミ
紙
は
、
横
田
さ
ん
の
自
費
出

版
で
無
料
。
配
達
は
自
転
車
で
、
各
機
関
や
愛

読
者
の
所
な
ど
へ
届
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

④
1
人
で
も
多
く
の
人
に
、
喜
ん
で
読
ん
で
も

ら
え
る
の
が
生
き
が
い
。
幸
い
、
妻
も
協
力
的

に
し
て
く
れ
る
し
、
今
後
も
出
来
得
る
限
り
続

け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

希
望
者
は
(
合
(⑪
4
4
6
5
)

へ
ど
う
ぞ
。

①
大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

②
こ
の
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
M
年
。
そ
れ

ま
で
、
大
上
戸
川
に
は
ヨ
シ
草
な
ど
が
生
い
茂

り
、
環
境
面
や
景
観
上
も
良
く
な
か
っ
た
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
事
か
ら
、
河
川

近
隣
の
印
町
内
で
協
議
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
反

対
者
も
な
く
賛
同
を
受
け
る
中
「
大
上
戸
川
を

き
れ
い
に
す
る
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

③
現
在
は
、
年
3
回
の
草
刈
り
、
空
き
缶
や
ご

み
の
収
拾
、
そ
の
ほ
か
、
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
げ

号
か
え
U

し
家
族

;f.t: 

1受猪

私
の
家
は

7
人
家
族
で
す
。

父
と
母
は
勤
め
て
お
り、

家
の

仕
事
で
あ
る
し
い
た
け
作
り
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
し
て
い
ま
す
。
母
ち
時
々
手
伝

っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
時
々
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

私
も
ひ
ま
な
時
、
友
達
と
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
み
ん
な
元

気
で
、
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
患
い
ま
す
。
(
加
代
子
)

2込
主主美彩

こんなグループ
知ってる?

松
本
幸
子
さ
ん

(印
歳

・
久
原
2
丁
目
)
主
婦

①
水
墨
会

②
絵
画
に
つ
い
て
は
、
小
さ
い
時
か
ら
興
味
を

も
っ
て
お
り
、
学
生
時
代
か
ら
約
同
年
間
油
絵

る
な
ど
環
境
美
化
に
努
め
て
い
る
。

特
に
、
草
刈
り
で
は
、
清
掃
区
域
と
し
て
い

る
全
長
日
同
程
あ
る
河
川
に
刊
町
内
か
ら
毎
回

総
勢
8
0
0
人
位
が
奉
仕
活
動
に
汗
を
流
し
て

く
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
頭
が
下
が
る
思
い
で

す
。ま

た
、
数
え
た
こ
と
は
な
い
が
、
5
0
0
匹

位
の
錦
ご
い
が
放
流
さ
れ
て
お
り
、
み
ん
な
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

下
山
さ
ん
は
、
発
足
時
か
ら
会
長
を
さ
れ
て

。
m
m，

 

A
V
 

内
向
い
(一一
、

平
成
2
年
5
月
お
日
か
ら
叩
回
、
市
コ
ミ
セ

ン
で
聞
か
れ
た
絵
画
講
座
が
終
わ
り
、
希
望
者

だ
け
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
そ
の
名
も
彩
美

書体み子ども映画会
(入場無料)

・トム・ソーヤの冒険
~ トムとハックとブタ騒動~

(アニメーション27分〉

.うかれバイオリン

(アニメーション20分〉

視聴覚ライブラリー

を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
村
に
転
入
す
る
と

同
時
に
、
南
画
、
水
墨
画
に
転
向
、
今
ロ
年
余
一ハU

り
に
な
り
ま
す
。

1

③
現
在
、
会
員
は
約
白
人
。
墨
絵
は
奥
が
深
く
、

ロ
年
余
り
と
い
う
年
数
は
た
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
門
を
た
た
い
た
ば
か
り
み
た
い
な
所
で
す
。

市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
月
2
回
の
定

例
会
で
は
、
基
礎
を
習
っ
た
り
、
個
性
を
伸
ば

す
な
ど
、

一
瀬
先
生
の
熱
心
な
指
導
と
理
解
の

も
と
、
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

④
こ
の
程
行
わ
れ
た
県
展
で
、
松
本
さ
ん
が
出

品
さ
れ
た
日
本
画
・
「
有
明
海
秋
色
」
が
、
み
ご

と
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、

「い
つ
も
先
生
に
H

雑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
H

と
注
意
さ
れ
て
い
た
た
め
、
今

回
は
特
に
て
い
ね
い
に
描
く
こ
と
に
努
め
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
の
運
転
役
と
な
り
何

度
も
通
い
、影
で
支
え
て
く
れ
た
主
人
、
そ
の
ほ

か
、
も
ろ
も
ろ
の
出
来
事
が
、
描
く
意
欲

・
集

中
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
賞

は
、
主
人
に
あ
げ
た
い
く
ら
い
で
す
」
と
、
受

賞
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
も
数
々
の
賞
を
受

け
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
次
は
来
春
京
都
で
行
わ

れ
る
日
本
南
画
院
(
以
前
佳
作
入
賞
)
を
目
標

に
頑
張
り
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

お
り
、
「
き
つ
い
面
も
多
か
っ
た
が
、
み
ん
な
の

協
力
で
こ
こ
ま
で
来
れ
本
当
に
良
か
っ
た
」
と

話
さ
れ
た
。

④
こ
の
会
が
発
足
し
て
叩
数
年
。

今
、
県
の
助
成
を
受
け
、
桜
街
道

「こ
い
の

里
」
づ
く
り
事
業
と
し
て
遊
歩
道
や
休
憩
所
の

造
成
、
河
川
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
み

ん
な
に
親
し
ま
れ
る
大
上
戸
川
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

会
と
命
名
、
村
上
善
一
郎
先
生
を
引
き
続
き
講

師
に
お
願
い
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

先
生
の
熱
心
な
指
導
で
、
実
習
の
回
を
重
ね

る
度
に
絵
の
技
量
が
め
き
め
き
上
達
。
滑
り
込

み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
展
に
出
品
す
る
会

員
も
数
名
お
り
、
絵
に
対
す
る
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

月
に
2
回、

1
回
の
実
習
時
間
は
2
時
間
で

す
が
、
講
座
室
で
の
実
習
は
も
の
も
言
わ
ず
に
、

ま
た
、
中
休
み
も
取
ら
な

い
く
ら
い
真
剣
に

描
い
て
い
ま
す
。
で
も
絵
を
描
い
て
い
る
時
は

楽
し
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

絵
画
教
室
の
始
め
の
頃
は
水
彩
だ
っ
た
人
も

油
絵
に
転
向
す
る
な
ど
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
の

人
が
油
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
会
員
の
作
品
を
コ
ミ
セ
ン

内
に
展
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
努
力
を

し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
見
守

っ
て
く
だ
さ

'ν
 入

会
ご
希
望
の
人
は
、
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
(宮
(⑪
9
1
0
6
川
野
)

手呈

月 日 日寺 間 場 所

10:00-11 :00 萱瀬 出 張 所

12月25日(火)13: 30-14: 30 竹松出張所

15: 30-16: 30 松原出張所

10:00-11 :0。中地区公民館

12月26自体) 13:30-14:30 西大村コミセン

15: 30-16: 30 市 コミセ ン

10 : 00 -11 : 00 福重 出張所

12月27日(木) 13:30-14:30 三浦出 張所

15:30-16:30 鈴田 出張 所

-11-

日



リ
ン
反
応
検
査
と

B 
c 
G
接

種

該
当
す
る
乳
幼
児

o
生
後
3
か
月

1
必

か
月
未
満
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
受
け
て

い
な
い
乳
幼
児

0
2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
て
い
な
い
必
か
月
未
満
の
乳
幼
児
(
た

だ
し
、

B
C
G
接
種
後
1
年
経
過
し
た
乳

一歳末たすけあい運動二

ノ

日 ~25 日

ださい

12月 t

ご協力

幼
児
)

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

o
著
し
い
栄
養

障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

O
熱
の
あ
る
乳
幼
児
。

o
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
な
ど
)
接
種
後

1
か
月
経
過
し
て
い
な
い
乳
幼
児
。

募
金
は
、
生
活
困
窮
者
や
長
期
入
院
患
者
へ
の
見

舞
金
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
願
い
募
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
各
出

張
所
へ
、
ロ
月
ロ
日
附
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

0
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児
。

料

金

無

料

お
願
い

o
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

o
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

時

間

午

後

2
時
(

)

3

時

予防接種目程表

実 施 場所 ツ一反検査 BCG接種

市 Iノ又ハ4 所 12月4日 12月6日

萱 瀬 出張所 (火) (木)

西大村コミセン
12月5日 12月7日

鈴 田 出 張 所
(水) (金)

三 浦 出 張 所

竹松出張所 12月11日 12月13日
福 重 出 張 所 (火) (木)

中地 区公民館 12月12日 12月14日

松原 出 張 所 (水) (金)

さくら荘年忘れ演芸大会

12月 15日 (土)

午 前10時30分~午後 3時

福祉センター 2階集会室

皆さんのご来場をお待ち

しています。

爆
者
二
世
の

診
断

対
象
昭
和
紅
年
6
月
4
日
以
降
(
広
島

被
爆
の
場
合
、
昭
和
紅
年
6
月
1
日
以
降
)

に
生
ま
れ
た
人
で
、
両
親
ま
た
は
、
そ
の

ど
ち
ら
か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
人
。

申
込
方
法
受
診
申
込
書
(
保
健
所
と
市

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
へ
申
し

冬
休
み
学
童
ク
ラ
ブ
の

児

ぽ

し

ゅ

.::::11:土E

呈呈

τ〉

対

象

親

が
仕
事
そ
の
外
の
事
情
で
、
昼

間
家
庭
の
保
護
に
欠
け
る
児
童

目
的

異
年
齢
集
団
の
中
で
社
会
性
、
協

調
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。

ご
ら
ん
い
た
だ
い
て

い
ま
す
か
?

ー
医
療
費
通
知

1

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、
病
院

に
か
か
ら
れ
た
と
き
に
(
外
来
の
場
合
)

一
部
負
担
金
の

8
0
0
円
だ
け
を
支
払
っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
受
診
に
要
し
た
医
療

費
の
全
額
に
つ
い
て
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

カ
そ
こ
で
市
で
は
、

医
療
機
関
か
ら
出
さ

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
口
月
1
日
出

1
平
成
3
年
1

月
白
日
同

受
診
方
法
①
二
世
健
診
委
託
医
療
機
関

(
大
村
市
立
病
院
)
に
よ
る
受
診
・:
平
成

3
年
2
月
初
日
同
ま
で

②
巡
回
検
診
に
よ
る
受
診
・・・平成
3
年
2

月
比
日
附

1
2
日
働
ま
で

の
②
の
い
ず
れ
か
で
受
診
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
・
・
県
原
爆
被
爆
者
対
策
課
、

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
福
祉
係

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

12-

期
間
口
月
お
白
川
W
1
1
月
7
日
間

午
前
8
時
(
)
午
後
5
時
却
分

場
所
大
村
幼
稚
園
内

※
な
お
放
課
後
の
入
所
児
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
父
母
の

会
(
夜
間
:
宮
⑧
8
9
3
9
小
川
、

宮
(⑪

2
8
6
0
浜
田
)

れ
た
診
療
報
酬
明
細
書
(
レ
セ
プ
ト
)
を

も
と
に
、

7
月
診
療
分
を
ロ
月
初
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医

療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

老
人
保
健
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た

め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
(
例

.
・
・
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
な
ど
)

は
、
受
診
の
途
中
で
あ
っ
て
も
必
ず
、
福

祉
係
へ
そ
の
旨
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1

5
5
)
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水
防
止
に
ご
協
力
〈
だ
ポ
V

広報おおむら平成 2年 12月号

水
道
部
で
は
、
「
限
り
あ
る
資
源
』
で
あ

り
ま
す

『水
』
の
有
効
利
用
を
図
る
為
、

公
共
水
道
施
設
の
漏
水
防
止
に
は
、
鋭
意

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
給
水
管
に

お
き
ま
し
て
は
、
い
ま
だ
把
握
で
き
て
い

な
い
状
況
で
す
。
従
い
ま
し
て
現
在
、
新

設
工
事
の
み
水
圧
(
日

・
O
K/
ぱ
)
テ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

給
水
装
置
の
増
設
、
布
設
替
お
よ
び
変
更

工
事
に
つ
き
ま
し
で
も
、
漏
水
の
有
無
を

確
認
す
る
為
、
既
存
施
設
の
水
圧
(
川
見
/
/

2m

)

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
も
し

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
早
急
に
施

未到着の

松原

この調査は、来年の所得税の確定申告、市県民

税 申告時の資料となりますので、お手数ですが正

確に記入のうえ提出してください。

調 査票 は、11月末にお送りしますが、

人はお知らせください。

提出期限 12月20日(村

提出先 税務課または各出張所

各出張所での相談日

12月11日(火)ー・三浦、 鈴田

13日(朴 ・・西大村、萱瀬

問い合わせ 税務課

12日0'}c)...tt本公

14日幽 ・・・福重、

. 
‘ 

設
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
施

設
の
改
善
費
用
は
、
申
込
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

市
県
民
税
の

に
つ
い
て

申
告

平
成

3
年
度
よ

り
次
の

該
当
者
に

は
、
市
県
民
税
申
告
書
を
送
付
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

所
得
税
の

寄
付
金
控
除

確
定
申
告
に
お
い
て
各
種
の
控
除
が
あ

り
ま
す
が
、
寄
付
金
も
控
除
対
象
の
一
つ

で
す
。特

定
寄
付
金
を
支
出
し
た
場
合
、
そ
の

額
と

「総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
別
分

の
お
に
相
当
す
る
金
額
」
と
の
い
ず
れ
か

少
な
い
方
の
金
額
か
ら
1
万
円
を
差
し
引

い
た
金
額
が
寄
付
金
控
除
額
と
な
り
、
所

得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
寄
付
金
と
は

①
固
ま
た
は
県
、
市
町
村
へ
の
寄
付
金

②
民
法
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
公
益

法
人
や
団
体
な
ど
に
対
す
る
寄
付
金
で
、

-
青
色
申
告
者
・
昨
年
確
定
申
告
書
を
提

出
し
所
得
税
を
支
払
っ
た
人
・
収
入
が
給

与
だ
け
、
ま
た
は
年
金
だ
け
で
支
払
者
か

ら
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
人

※
不
明
な
点
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務

課
市
民
税
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
税

締
税
相
談
日
を
開
設

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め、

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い。

日
時

ロ
月
日
日
間
、
午
前
9
時

1
午
後

5
時

場
所

諌
早
県
税
事
務
所
(
諌
早
市
永
昌

東
町
宮
⑫
0
0
1
0
)

広
く
一
般
に
募
集
さ
れ
、
教
育
や
科
学
の

振
興
、
文
化
の
向
上
、
社
会
福
祉

へ
の
貢

献
そ
の
外
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め

の
支
出
で
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
充
て

ら
れ
る
と
大
蔵
大
臣
が
指
定
し
た
も
の

③
日
本
赤
十
字
社
、
日
本
育
英
会
、
心
身

障
害
者
福
祉
協
会
、
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
な
ど
へ

の
寄
付
金

④
そ
の
外
科
学
技
術
の
研
究
、
学
校
教
育

に
対
す
る
助
成
、
自
然
環
境
保
全
の
た
め

の
特
定
の
公
益
法
人
や
学
校
法
人
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
へ

の
寄
付
金

※
学
校
の
入
学
の
た
め
に
し
た
寄
付
金
は

特
定
寄
付
金
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

控
除
を
受
け
る
た
め
の
添
付
書
類

寄
付
先
か
ら
の
寄
付
金
受
領
書

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
包
⑫
1
3

7
0
)

へ

ス
什

ば
岨
F

戸

D

1
5
 

m

ゆ

サ
日

晶

F
9

&
V
血
相

O

M
h
ド
↓。

割，

た
レ
ー

崎
市

'
ψ

藤

将

健
的

γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ・

J

「

引

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

咋

イ

ベ利

運
転
免
許
を

村
」「

…
取
得
し
ま
せ
ん
か

い

ベ

ベ

イ

イ
ベ

県
で
は
、
自
動
車
運
転
免
許
取
得

川

村

希
望
の
身
体
障
害
者
の
人
に
、
そ
の

+

判

取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

一竹

+

応
募
資
格
身
障
手
帳
1
1
4
級
の

+

村

ω歳
未
満
の
人

利

+
助
成
内
容

却
時
限
の
費
用

+

村
申
込
期
限

ロ
月
紅
白
幽

村

+
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

よ吋

村
福
祉
課
福
祉
係

村

ぷ
t
-
Y
・γ
・7
γ
・了
γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・
了
、

一ー」

月 二日酔いのはなし

火 藤に水がたまったら

7}く 子どもの肺炎

木 子どものしもやけ
メ立ノ¥Z、 強い丈夫な歯を作るには(永久~編)

主-臼 妊娠中毒症

|年末時%~刈 環境汚染と健康

1
月
の
テ

二ア

13~ 



日
間
間
開
閉
阿
凶
同
凶
闘
桝
図

ー
小
佐
古
遺
跡
に
石
棺
墓
や
鉄
万
な
ど
が
出
土

1

武
部
町
に
あ
る
小
佐
古
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
終
り
、
石
棺
墓
と
と

も
に
、
県
内
で
は
珍
し
い
鉄
万
や

鉄
鉱
(
ぞ
く
H
H
矢
じ
り
)
、
員
輪

半世記係労をたたえ
=49組に金婚記念昂贈呈=

~i 
'cd/ 

5世紀代のしかも、文化的水準の高い
部族が住んでいたのではないかと思わ
れる石棺墓や鉄力、鉄主族などが出土し
た小佐古遺跡 (%・武部町)

な
と
が
出
土
し
ま
し
た
c

教
育
委
員
会
で
芯
、
出
土
品
な

ど
か
ら
「
遺
跡
ほ
5
世
紀
代
の
物

と
思
わ
れ
、
文
化
的
水
準
の
高
い

q 
j 

金婚を祝い、松本市長から祝賀状および
記念品が贈られました。()G・市コミセン)

部
族
が
住
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
-
話
し
て
い
ま
す
。

今
回
発
掘
さ
れ
た
の
は
、
石
棺

墓
9
基
で
、
う
ち
1
基
か
ら
は
保

存
状
態
の
良
い
大
人
と
子
ど
も
の

人
骨
が
出
土
、
子
ど
も
の
腕
に
は

6
個
の
員
輪
が
ほ
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
外
、
鉄
万
や
鉄
銀
、
万
子
、

碧
玉
製
管
玉
、
滑
石
製
臼
玉
、
土

器
類
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
地
周
辺
に
は
、
昭
和
仏

年
、
臼
年
に
も
石
棺
墓
な
ど
が
出

土
し
て
お
り
、

「
周
辺
地
域
の
古

代
文
明
の
解
明
に
貴
重
な
遺
跡
」

と
-
話
し
て
い
ま
す
。

結婚生活50年を、共に支え合って生き抜

き、めでたく金婚式を迎えられたご夫妻に

11月13日、 祝賀状と記念品が贈られました。

今回金婚式を迎えら れたのは、貞松費ー

さん (85)、 トシ さん (78) ご夫妻を最高

齢に49組。

松本市長は、「戦前、戦後の激動の時代を

共に支 えあ って乗り越えら れてきた皆さ ん

の半世紀の歩み に尊敬をしている O 今後の

健康と 長寿を祈り 、益々のご活躍を期待し

てい ます」とあい さつ しました。

受賞者 を代表 して、吉田忠男 さん(乾馬

場町)がお札の言葉を述べられ ま した。

みごとな作品が展示された市美術

展覧会 (:k'-6・市コミセン)

市美術展入賞者
第30回大村市美術展覧会が11月

1己'"'--'6日まで行われま したが、

同3己、市コミセンで入董作品な

どの表彰式が行われましたc 応勇

数は 301点、でしたご

入室者は次のとお りです

(古文称略〉。

市長賞 (写真〉 俣野正道

議長賞 (洋画〉--一江コ武志

教育委員会賞 (警〉 安藤ユ リ

文化協会賞 (巳本画) 。姫船吉郎

美術協会賞 〔間三塁 ・工芸)._;頼

書枝

美術協会賞(テライン ) 松尾義則

このタト、奨励藁と して45点、が入

費されま した。

-14-

農
業
委
員
会
蚕
員
選
挙
人
名
簿

蓋
録
自
請
を
一受
け
付
け
ま
す

こ
の
登
録
申
請
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
で
調
製
さ
れ
ま
す
が
、

資
格
の
あ
る
人
は
、
も
れ
な
く
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
ご

資
格
を
有
す
る
人

(
市
内
在
住
者
)

①
叩
ア

l
ル

(
l
反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
お
よ
び
、
同

居
の
現
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

1
年
間
に
お
お
む
ね

ω日
以
上
耕

作
の
業
務
に
従
事
す
る
人

念
昭
和
必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

申
請
期
限

平
成
3
年
1
月
刊
日

木提
出
先

農
業
委
員
会
ま
た
は
、

各
出
張
所

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
ま
た

は
、
選
挙
管
理
委
員
会

※
申
請
書
は
、
各
実
行
組
合
長
を

経
由
し
て
配
布
し
ま
す
が
、
配

布
も
れ
や
実
行
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
は
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

『検
察
審
査
会
』
ヴ
一τ

何
だ

zv
う

?

検
察
審
査
会
と
は

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
選
ゴ
れ
た
日
人
の
検
察
審
査
員

が
、
国
民
を
代
表
し
て
、
不
起
訴

処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の

を
主
な
仕
事
と
す
る
所
で
す
。

審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に

犯
罪
の
被
害
者
や
犯
罪
を
告
訴

・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検

察
審
査
会
に
申
し
立
て
が
あ

っ
た

と
き
、
審
査
を
始
め
ま
す
。

ま
た
、
申
し
立
て
が
な
く
て
も
、

不
起
訴
に
し
た
事
件
を
取
り
上
げ

て
審
査
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
員
の
選
び
方
は

ま
ず
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
、

選
挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
く
じ
で

候
補
者
を
選
び
(
毎
年
ロ
月
に
実

施
し
ま
す
)
、
そ
の
中
か
ら
検
察

審
査
会
が
再
び
く
じ
で
決
め
ま
す
。

ま
た
、
同
様
の
方
法
で
同
数
の
補

充
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

こ
の
任
期
は
6
か
月
で
あ
り
、

年
4
回
改
選
さ
れ
ま
す
。

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
人
は
、

一
定
の
欠
格
事
由
を
除
き
、
原
則

と
し
て
辞
任
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

ま
た
は
長
崎
検
察
審
査
会

(
2

0
9
5
8
②
6
1
5
1
)

へ



広報おおむら平成 2年 12月号

防災で明るいお正月防犯・
年末・年始の防犯運動および受通安全県民運動o歳末特別警戒

防
犯
で
明
石
い
お
正
月
を
/

j
年
末
年
始
の
防
犯
運
動
j

例
年
¥
年
末
年
始
に
は
各
種
の
犯
罪
や
事
故
、
か
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
警
察
で
は
¥
今
年
も
犯
罪
や
事
故

を
防
ぐ
た
め
¥
特
別
警
戒
取
り
締
り
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
¥
次
の
こ
と
に
山
、
か
け
て
明
る
い
新
年
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

空
き
巣
ね
ら
い
の
防
止

年
末

・
年
始
は
家
を
留
守
に
す

る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
「
空
巣

ね
ら
い
」
が
増
え
て
き
ま
す
。

O
外
出
す
る
と
き
や
眠
り
に
就
く

と
き
は
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
が

な
い
よ
う
に
す
る
。

O
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
、
留
守

中
の
用
心
を
ご
近
所
に
お
願
い

す
る
。

0
留
守
中
の
家
に
、
見
知
ら
ぬ
人

が
う
ろ
つ
い
て
い
た
ら
ひ
と
声

か
け
て
み
る
。

0
戸
締
り
は
、
主
錠
の
外
に
も
う

一
つ
補
助
錠
を
取
り
付
け
、
「
ワ

，ン
ド
ア

・
ツ
l
ロ
ッ
ク
」
の
二

段
構
え
に
す
る
。

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

の
防
止

4・・・・・・・ ・・，ー・・

盗
ま
れ
た
自
動
車
な
ど
は
、
銀

行
強
盗
や
極
左
暴
力
集
団
の
テ

ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
な
ど
の
犯
罪
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

0
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
キ

1
を
抜
き
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

O
長
時
間
駐
車
す
る
と
き
は
駐
車

場
か
車
庫
に
入
れ
、
路
上
や
空

き
地
な
ど
に
放
置
し
な
い
。

O
も
し
盗
難
被
害
に
あ
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
警
察
に
通
報
す
る
。

少
年
非
行
の
防
止

冬
休
み
は
、
夜
遊
び
ゃ
服
装
な

ど
に
注
意
し
、
規
則
正
し
い
生
活

を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

。
夜
遊
び
が
非
行
の
キ
ッ
カ
ケ
に

な
り
や
す
い
の
で
外
出
時
間
や

帰
宅
時
間
を
守
ら
せ
る
。

O
お
正
月
や
冬
休
み
の
気
の
ゆ
る

み
か
ら
飲
酒

・
喫
煙
を
し
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。

0
子
供
会
や
地
域
の
催
し
も
の
に

は
進
ん
で
参
加
さ
せ
る
。

こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
、
も
し
、

被
害
に
あ
っ
た
り
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
に
届

け
ま
し
ょ
う
。

(
大
村
警
察
署
、
大
村
市
連
合
防

犯
協
会
)

な
〈
一ぞ
う
M
欽
一
湖
、
暴
走
選
転

一
一
服
の
受
通
安
全
県
民
運
動

刊
は
月
刊
日
j
A
l
月
3
日

運
動
の
重
点
目
標

⑦
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
絶
滅

-
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放
と
取

歳未特別警戒
12月28日---31日

大村市消防団では、火災発生防止

と人命損傷事故の未然防止を図るた タ

め、夜間警戒巡視な どを行い特別警

戒を実施します。

。
火
の
用
山
・

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い。

②
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

り
締
り
強
化

・
若
年
運
転
者
に
対
す
る
教
育
指

導
の
強
化

-
事
業
所
に
お
け
る
安
全
管
理
の

強
化

-
暴
走
族
の
徹
底
追
放

②
一
父
通
弱
者
の
保
護

-
子
供
と
高
齢
者
に
対
す
る
交
通

安
全
指
導
の
強
化

-
歩
行
者
自
転
者
利
用
者
に
対
す

る
交
通
安
全
指
導
の
強
化

-
街
頭
に
お
け
る
指
導
・
保
護
の

皇
七

の
場
を
は
な
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

期
間
中

「消
防
の
時
間
」
を
午

後
8
時
と
定
め
、
火
の
元
点
検
の

励
行
を
呼
び
か
け
る
た
め
1
分
間

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

も
う
一
度
、
火
の
元
を
点
検
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
:
白
月

お
日
働
、
午
前
8
時

-15-
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ロ
月
ぬ
自
由
j
n
l
月
3
日
附
ま
で
通
常
の
業
務
は
休
み
ま
す

。
ご
み
収
集
(
燃
え
る
ご
み
)

家
庭
の
ご
み
収
集
は
、
ロ
月
紅

白川
W
1
1
月
3
日
肘
ま
で
休
み

ま
す
が
、
次
の
日
は
収
集
ま
た

は
、
変
更
し
ま
す

0

・
ロ
月
M
日
(
祝

・
月
)
は
収
集

し
ま
す
。

-
ロ
月
孔
日
制
収
集
の
町
内
に
つ

い
て
は
、
初
日
制
に
収
集
し
ま

す。こ
の
外
、
休
日
中
に
ご
み
で
お

困
り
の
家
庭
は
、
自
己
搬
入
を
お

~音楽の感動を求めて~

定期演奏会大村混声
入一日第16回
合 唱 団

願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
量
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

。
し
尿
く
み
取
り

ロ
月
白
日
間
1
1
月
4
日
働
ま

で
休
み
ま
す
。

※
ロ
月
お
目
印
刷

・
μ
日
(
祝
・月
)

は
く
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

。
水

道

料

金

休
み
中
も
午
後
5
時
ま
で
、
水

12月 1日(土)

午後 7時開演

(6時30分開場)

市民会館

入場料 500円

(一般、学生とも)

曲目 混声合唱組曲「落葉松」、「山に祈る」、 華麗

なるスクリーンミュージ ック 、世界の合唱 曲

問い合わせ 弘 中 (fi⑤ 12 1 8) 

道
部
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

。
出
生
・
死
て
届
な
ど

出
生

・
死
亡

・
婚
姻
な
ど
、
戸

籍
の
届
け
出
は
、
休
み
中
も
宿
日

直
で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
や
転
出
、
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

。
市

立

病

院

小
児
科
は
、
ロ
月
初
日
同
と
1

月
2
日
附
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
。

。
図
書
館

・
史
料
館

ロ
月
お
日
制
聞
か
ら
1
月
4
日
働

ま
で
休
館
し
ま
す
。

。
市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税

・
国
民
健
康

保
険
税

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動

車
税
な
ど
)
の
収
納
事
務
お
よ
び

納
税
相
談
は
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

日

時

・

ロ
月
お
日
師
、
午
前
9

時

1
午
後
4
時

-
ロ
月
mu
日
出
、
午
前
9
時

i
ロ

土
寸場

所

急
患
は
、

い
つ
で
も
当
直
の
医

師
(
内
科
系

・
外
科
系
)
が
診
療

し
ま
す
。

("J¥ノV ¥ノ¥/¥

のお知らせ

しつけ・非行・いじめ ・不登校・ lω身の

発達の遅れなど、家庭での養育にお困り

の入、お気軽にご相談ください。

税
務
課
収
納
係
窓
口

日時 12月7日(金〉、午前10
時~午後3時

場所 中地区公民館(松並 1
丁目2③ 13 7 6) 
主催 長崎県中央児童福談所

秘密は厳守しますご

お気軽においでくださし，し

問い合わせ 長崎県巴央児童

相 談所 (長崎市橋口町fi0 9

5 S!'s 61 66) 
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先
般
募
集
し
ま
し
た
長
崎
県
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
候
補
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

イ
ン
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

最
終
選
考
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

県
の
機
関
ま
た
は
、

市
役
所
な
ど
に
あ
る
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
を
見
て
、
は
が
き
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
口

※
抽
選
で
記
念
品
を
送
付
し
ま
す
。

応
募
期
間

ロ
月
1
日

ω
i
n日
開

問
い
合
わ
せ

県
企
画
課
(
干
制

長
崎
市
江
戸
町
2
1
U
E
0
9
5

8
⑫
6
0
6
7
)
 

大村市農林水産まつり

第 2 回，，'"'-'ぷ~ヲ zスティパル
としよかん

冬休み子ども大会

や係まつりグ
12月 2日(日)、市農協グランド周辺

(雨 天 決行)

催し・野菜即売会 ・綱ヲ|き大会

・大村産牛肉販売 ・丸太切競争

・水産コ ーナーなど楽 しい催しが

しユっぱし〉

楽しいお話しがいっぱい ノ

お誘いあわせの上ご参加 くだ

さしユ。

日時 12月22日(土)、午後 2時

-----3時

場所 市立図書館

内 容 ストーリ ーテリング、

絵本の読みきかせ、パネルシ

アタ一、大型紙しばい、ゲー

ムなど

対象 幼児、小学校低学年

※入場無料

問い合わせ 市立図書館 (fi

⑫ 2 4 5 7) 



広報おおむら平成 2年 12月号

お
し
今
世

新
年
名
刺
受
換
会

平
成
3
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

平
成
3
年
1
月
4
日
樹
、

午
後
5
時
初
分

場
所

パ
1
ク
ベ
ル
ズ
(
旧
玉
姫

殿
)

会
費

1
人
2
0
0
0
円

申
込
先

市
役
所
秘
書
広
報
課
ま

で
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

ロ
月
5
日
制

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

平成3年度

市立幼稽圏園児を追加募集
ひとりひとり を大切に

見つめます。

生きる 力を育てます。
也

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

ロ
月
凶
日
倒
、
午
後
1
時

均
分

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
を
取
り
消

し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

納
税
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

創
立
加
周
年

記

念

講

演

会

テ
ー
マ

い
ま
「
健
や
か
に
生
き

る
」
を
学
ぶ
。

ー
臓
器
移
植

・
癌
の
告
知
等
を
め

ぐ
っ

て
l

講
師

国
立
擢
野
病
院
長
、
同
病

院
付
属
看
護
学
校
長

贋
田
典
祥
先
生

日
時

ロ
月
日
目
的
、
午
後
6
時

1
7
時
却
分

場
所

市
コ
ミ
セ

ン

入
場
料

2
0
0
円

参J
加
対
象
者

一
般
市
民
、
医
療

関
係
者
ほ
か

主
催

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

同
窓
会

対 象 昭和60年 4月 2日

-61年 4月 1日生まれの

幼 児

※三浦幼稚園は、昭和61

年 4月 2日-62年 4月

1日生まれの幼児 も受

け付けます。

幼稚園名 三 浦、鈴田、大村、三城、中央、

西大村、竹松、福重、松原、放虎原

申込方法 各幼稚 園にある願書で直接幼稚園

へ申し込んでください。

申し込み 12月 1日(土)------22日(土)

問い合わせ 教育委員会庶務課

私たちは、 自分や仲間を

大切にする子どもを育て

たい と、 いつ も思いつづ l

けています。

大村市立幼稚園

後
援

大
村
市
医
師
会

・
大
村
看

護
高
等
専
修
学
校

問
い
合
わ
せ

事
務
局
(
包
⑬
3

6
3
7
岩
、
水
)

長
崎
県
勤
労
者
美
術
展

期
日
・
場
所
・

ロ
月
日
白
川w

i
M
日
岡
県
立
美
術
博
物
館

・
ロ
月
四
日
刷

w
i
n日
制

佐

世

保
市
博
物
館
島
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー

出
品
部
門

洋
画
、
日
本
画

・
南

画
、
書
、
写
真

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

長
崎
労
政
事
務
所

(2
0
9
5
8⑫
1
4
5
6
)
、
佐

世
保
労
政
事
務
所

(2
0
9
5
6

⑫
4
4
3
9
)
、
県
労
政
福
祉
課

(2
0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

お
米
は
知
事
許
可
庖

で皆
さ
ん
が
毎
日
食
べ
る
お
米
は
、

食
糧
管
理
法
に
よ
り
知
事
の
許
可

を
受
け
た
庖
以
外
で
は
販
売
で
き

ま
せ
ん
。
最
近
、
無
許
可
の
屈
で

の
販
売
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
お
米
は
品
質
な
ど
の
保

証
が
あ
り
ま
せ
ん
。

知
事
許
可
庖
の
お
米
は
、
消
費

者
保
護
の
た
め
、
品
質
表
示
な
ど

が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
米
は
信
頼
で
き
る
知
事
許
可

販
売
屈
で
お
求
め
く
だ
さ
い。

(
長
崎
県

・
長
崎
食
糧
事
務
所
)

~~町内時々同町時府中嶋守特φ特φ時争映母特号映ら特号特φ特号特φ特号ポ φ純手

; ぷ冶ミdldV と遊ぼうノ j 
E己

j街角句史 守倍、i，q1imaj
;出 勺ど v i
苦手 姐畳・・・・~ 寄.'If! 司『頃.，哩曹¥¥ i 企

王手 長

室 6 6 シ 問 子 参 な 内場 30 ) 日 トししム 善
幸十 1、ヨ い ど 加 引 容所 分 9 時 もまい を歌多
移 太 ン 舎 も 費 き 1時 おせク L づ;診
芸 EEl ill 場 ぷ 示~、ト市~ 12楽んリたたき
を 一 尻会 J44高クナコ 受月しかスりり幸

j E裏二舎室三?主 zgz 4Z Zーさ
芸 は 局円 で以王とン け 仕 ) グ 華 の タ勺き
ま 空 (二 右上決サ は、 な夕とた普3 @ 包 ク 3 5定 ン 午午 プ ベ 孟り多
w i⑧ リ o0戦タ 後日レを一説

3 3iエ旦 品 の 6 7 ゼ過£ゲ 3
~ ( 1 I円円つ 時時ンご楽!翌
Y南駒特綿φ持品特品持品時品時叫ぬ嶋叫均臨時φ持品臨時弘時品特~栴特や持制~

2キ官どお豪雪『かんお

手をのばせばふれる事ができ、

声をかければ返事をしてくれる、

臭いあり、肌ざわりを感じさせ

る、心の奥がホッとあたたかく

なる一人劇団 「かんJの人形劇。

(低学年、高学年にわけたス

テージを計画しています)

日
12月 7日(金) 市 民 会館 19 :00-(低学年)

時 8日(士) 中地区公民館 15:00-(低学年)、 19:00-(高掌年)

9日(L-l) 市 コミセン 10:30-(低学年)、14:00-(高学年)
場 10日(月) 竹松住民センター 19: 00-(低学年)
所

11日(火) 西大村コミセン 19・00-(低学年)

会員は会費充当、 1日会員 900円 (4歳以上)

大 村子 ど も劇場事務局 (fi@ 7 0 6 3 ) 
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入場料

連絡先



隠
し
ゅ
今

平
成
3
年
度

県
立
農
業
経
営

大
学
校
学
生

科
目
・
{
疋
員

畜

産

別

人

申
込
期
間

ロ
月
口
日
開

1
平
成

3
年
1
月
日
日
幽

試
験

平
成
3
年
1
月
お
日
幽

願
書
提
出

大
村
農
業
改
良
普
及

所
(
鬼
橋
町
宮
⑧
8
0
1
0
)

野
菜
花
き
、
果
樹
、

※
詳
し
く
は
、
農
業
経
営
大
学
校

(
諌
早
市
小
船
越
町

宮
③
1
0
1
6
)

へ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象

・
人
員
・
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
(
来
年
小
学

1
年
生
、

2
年

ー
冬
休
み
子
ど
も
教
室

1

小
倉
百
人
一
首
子
ど
も
か
る
た
教
室

内
容

H

小
倉
百
人
一
首
。
の
並

べ
方
、
と
り
方
、
遊
び
方
を
楽
し

く
学
び
ま
す
。

期
日

ロ
月
日
日
∞
、
幻
日

ω、

初
日
例
、

1
月
5
日
∞

午
後
1
時
却
分

1
3時
初
分

4¥ 
，>->..4 
ラ二

1 
年

中
A主4
う己

対
象
・
定
員

3
年
、
叩
人

講
師

野
口
弘
満
先
生

申
込
期
限

ロ
月
刊
日
開
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
(
ロ
月
日
日
)

し
ま
す
。

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所

・
氏
名
・
性
別

・
学
校
名
・
学

年

・
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
教
材
費

と
し
て
印
刷
費
1
0
0
円
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
(
幸
町
お

1
お

市

コ
ミ
セ
ン
内
包
⑭
3
1
6
1
)

生
に
な
る
人
)

叩
人

・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
来
年
小
学
3

年
生

1
5年
生
に
な
る
人
)
山
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、

学
校
、
学
年
、
保
護
者
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

市
コ
ミ
セ
ン
(
干
則

幸
町
お

1
お
宮
(⑪
3
1
6
1
)

平
成
3
年
度

干
綿
女
子
高
等

農
学
園
学
生

募
集
人
員

お
人

修
業
年
限

2
年

応
募
資
格

中
学
卒
業
の
人
お
よ

び
卒
業
見
込
み
の
人

試
験

平
成
3
年
2
月
幻
日

申
込
期
間

平
成
3
年
2
月
8
日

樹
1
初
日
附

※
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

千
綿
女
子
高
等
農
学
園
(
東
彼

杵
町
千
綿
宿
郷
1
3
6
4
2
@

0
2
3
0
)
 

防
衛
庁
共
済
組
合
職
員

-
職
種

(内
容
)
共
済
組
合
大
村

航
空
基
地
内
直
営
売
屈
で
の
販
売

お
よ
び
販
売
事
務

-
募
集
人
員

2
人

・
採
用
期
日

(
予
定
)

平
成
3
年
1
月
1
日
付

1
人

平
成
3
年
4
月
1

日

付

1
人

・
待
遇

国
家
公
務
員
行
政
職
口

に
準
じ
る
。

-
資
格
・
ロ
月
1
日
現
在
お
歳

未
満
の
独
身
女
子
・
高
校
卒
程
度

で
簿
記
3
級
以
上
・
市
内
在
住
の

人-
申
込
期
限

ロ
月
7
日
幽

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
防
衛

庁
共
済
組
合
大
村
航
空
基
地
支
部

共
済
班
(
〒

m
lm
今
津
町
叩
番

地
宮
⑫
3
1
3
1
)

市嘗住宅入居者募集

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

1 池 田 ? 3DK 15.500 

松並第一 l 3DK 30.000 

久原第二 1 3DK 23.800 

種 十ケ 松 2 3K 7 ， 600~ 12 ， 000 

池 田 3 3K~3DK 8.400~15 . 500 

2 松並第一 l 3DK 23.300 

旭 3 2K 6.500~6.700 

種 原第二 2 3 D K 1 15.400~15 ， 500 

古賀島 3DK 25.000 

12月 5日(水)'""'--'12日(水)

問い合わせ 建築課

受け付け

申 し込み，

住宅係

※収入などに制限があります。

?肖

防

士

受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
業
者

で
(
卒
業
見
込
を
含
む
)
平
成
3

年
4
月
1
日
現
在
日
歳
以
上
お
歳

未
満
の
男
子

②
県
央
組
合
内
に
居
住
す
る
人

申
請
期
間

ロ
月
1
日
出

i
お
日

火第
一
次
試
験

平
成
3
年
1
月
日

日
同

※
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
ま
た

は
諌
早
、
大
村
、
小
浜
各
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

採
用
人
員

若
干
名

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

(
諌
早
市
城
見
町
宮
⑫

0
1
1

9
)
 海

上

保

安

官

職
種

船
艇
職
員
(
航
海
科
・
機

関
科
)
、
無
線
従
事
者

申
込
期
間

ロ
月
凶
日
制
問
(
)
お
日

伏申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
世
保
海
上
保
安
部
管
理
課
(
佐

世
保
市
干
尽
町
8
0
9
5
6
⑪
4

8
4
2
)
 

自
衛
隊
(
生
徒
)

資
格

中
卒
(
見
込
)
で
日
歳
以

上
口
歳
未
満
の
男
子

申
込
期
限

平
成
3
年
1
月
4
日

働

一
次
試
験

仕試
験
場

大
村
商
工
会
議
所

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(宮

⑫
6
2
1
7
)
 

平
成
3
年
1
月
5
日
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ボ
ー
ト
従

業
員

(
食
堂
・

事
務
)

内
容

食
堂
ま
た
は
事
務
(
ボ
ー

ト
開
催
日
の
勤
務
で
す
)

資
格

健
康
な
初
歳
ま
で
の
男
女

募
集
人
員
若
干
名

申
込
期
限
ロ
月
口
日
開

※
詳
し
く
は
、
面
談
の
上
説
明
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

船
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
(
玖
島
1
丁
目
宮
⑫
6
1
9
4
)

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

応
募
資
格

・
年
令
・
・・口
歳
以
上
幻
歳
未
満

(
昭
和
必
年
1
月
比
日

1
的
年
1

月
日
日
ま
で
に
出
生
し
た
人
)

-
身
長
:
・
1
6
5
m
以
下

-
体
重
・
:⑧
幻
キ
ロ

1
日
キ
ロ

③
位
キ
ロ

1
日
キ

ロ

-
視
力
・
・
・
裸
眼
で
両
眼
と
も
川
以

上
(
色
盲
不
可
)

応
募
締
切

ロ
月
初
日
同

問

い

合

わ

せ

船
長
崎
県
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
宮
⑫
6
1

9
4
)
 



広報おおむら平成 2年 12月号

緑
の
オ
ー
ナ
ー

こ
の
制
度
は
、
参
加
さ
れ
る
皆

さ
ん
が
一
口
印
万
円
を
出
資
し
て
、

育
成
途
上
の
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
な
ど

の
人
工
林
を
共
同
で
育
て
、
約
初

年
後
に
販
売
し
た
と
き
に
収
益
の

配
分
を
受
け
る
も
の
で
、
そ
の
間

の
手
入
れ
や
管
理
な
ど
は
国
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
森
林

⑦
西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町

ヒ
ノ
キ・
:
詑
年
生
、
契
約
期
間
:
-

m年
問
、

募
集
口
数
:
・日
口

②
西
彼
杵
郡
西
彼
町

ヒ
ノ
キ
・
:
認
年
生
、
契
約
期
間
・
:

四
年
間、

募
集
口
数

:
刀
口

現
地
案
内
は
ご
希
望
の
日
に。

ご
寄
付

ご
好
意

申
込
期
限

平
成
3
年
2
月
日
日

樹
(
満
杯
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
)。

※
詳
し
く
は
、
長
崎
営
林
署

(
宮

0
9
5
8⑫
4
1
2
1
)
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
9
回
市
民
親
善

卓
球
大
会
参
加
者

ロ
月
日
日
側
、
午
前
9
時

日
時

集
合

場
所

市
民
体
育
館

競
技
種
目

シ
ン
グ
ル
ス

1
初
心

者
男
子
、
同
女
子
、
小
学
生
男
子
、

同
女
子
、

中
学
学
年
別
男
子
、

同

女
子

ダ
ブ
ル

ス
l
一
般
男
子
、
同
女
子

aり
が
と
う
ご
ポ
V
ま
し
た

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
高
木
末
好
(
今
富
町
)
叩
万
円

V
藤
井
ト
シ
子
(
大
川
田
町
)
3

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
今
里
康
雄
(
宮
小
路
3
丁
目
)

初
万
円

V
森
チ
ヨ
子
(
水
計
町
)
5
万
円

(
敬
称
略
)

。

一
般
寄
付

大
村
市
へ

V
水
谷
正
之
(
植
松
2
丁
目
)
キ
ャ

ロ
ッ
ト
音
頭
テ
l
プ
日
本

体
育
協
会
へ

V
第
必
回
国
体
秋
季
大
会
長
崎
県

選
手
団
大
村
市
在
住
者
l
I
万
円

清
和
国
へ

V
あ
け
ぼ
の
奉
仕
団
l
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・岩
井
勝
・

中
島
松
一

・
末
永
辰
夫
)
理
容
奉

参
加
資
格

市
内
に
在
住
、
在
学
、

在
勤
者
で
あ
る
こ
と
。

参
加
料

無
料

申
込
先

朝
長
靖
彦
(
玖
島
2
丁

目
的
宮
⑬
6
5
3
1
)

申
込
期
限

ロ
月
刊
日
開
必
着

そ
の
他

①
参
加
者
は
、
ゼ

ッ
ケ

ン
を
つ
け
る
こ
と
。

②
出
場
種
目
は
、

で
と
す
る
。

ー
人
2
種
目
ま

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

H
T
月
コ

l
ス
日

内

容

・

パ
ソ
コ
ン
入
門
・
ワ
ー

プ
ロ
講
座
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
)

・
農
業
機
械
整
備
技
能
検
定
受
験

仕V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
l

慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
押
花
す
み
れ
会

U
2
万
円

さ
く
ら
作
業
所
へ

V
佐
藤
理
(
須
田
ノ
木
町
)
1
万

円大
村
一
}
ど
も
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

鈴
田
の
里
堂
薗
へ

V
浜
田
屋
旅
館
l
布
団

V
大
村
野
上
岡

l
ズ
ボ
ン

・
ス

カ
ー
ト

V
木
更
津
演
歌
カ
ラ
オ
ケ
教
室
l

慰
問

準
備
講
習
(
ア
l
ク
溶
接
作
業
)

・D
I
S
K
-
B
A
S
I
C
ω

・

d
B
A
S
E
凹

(
中
級
)

・
シ
ー

ケ
ン
ス
制
御
(
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル

コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
)
の
基
礎
・
建

築
配
管
技
能
検
定
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
受
験
準
備
講
習

(
1
級

・
2
級

実
技
)

・
建
築
配
管
技
能
検
定
受

験
準
備
講
習

(
1
級
・
2
級
学
科
)

・
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
準
備

予
備
講
習
・
設
備
の
C
A
D
入
門

申
込
期
間

ロ
月
1
目
的

i
m日

同申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

V
伺
イ
チ
ノ
セ
オ
l
ト
サ
ー
ビ
ス

1
6
万
7
千
5
4
5
円

V
内
田
ヨ
シ
子
(
諏
訪
2
丁
目
)

ス
テ
レ
オ
・
レ
コ
ー
ド

大
村
パ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
九
州
電
力
闘
大
村
営
業
所
H
H
盆

栽
、
苗
木

V
実
山
俊
次
(
水
、
王
町
1
丁
目
)

慰
問

慈

吉
牢
壮
へ

V
上
野
篤
(
西
三
城
町
)
歩
行
器

V
向
陽
高
校
衛
生
看
護
専
攻
科

1

ま
ん
じ
ゅ
う

V
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
野
菜

V
板
橋
養
鶏
場

l
冷
凍
卵

V
福
川
忠
久
(
中
岳
町
)
石
け
ん

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

制
お
お
む
4
n
B
E
Bス
大
会
参
加

泉
の
里
へ

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
l
ま
ん

じ
ゅ
う

V
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
短
期
大
学

1
2
万
円

V
看
護
協
会
諌
早
支
部

1
1
万
円

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
鈴
木

・
和
田
・
好
田

・
平

・
井

手
理
容
院
l
理
容
奉
仕

V
本
山
明
(
沖
田
町
)
3
万
円

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
l
た
ば
こ

V
水
主
町
老
人
会
l
慰
問

・
タ
オ

レV
上
小
路
老
人
会
悠
々
会
l
奉
仕

V
津
上
章
司
(
坂
口
町
)
梅
ぼ
し

V
富
永
美
容
院

1
衣
裳
一
式

V
徳
泉
川
内
町
老
人
会

l
奉
仕

学
生
(
男
女
別

)
l
u
J
・
高
校

女
子

・
一
般
女
子

l
u
J

参
加
料

1
人
5
0
0
円
(
傷
害

保
険
料
、
ゼ
ッ
ケ
ン
料
含
む
)

申
込
期
限

ロ
月
5
日
附
必
着

申
込
方
法

小
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
で
取
り
ま
と
め
の

上
、
指
定
の
学
校
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

高
校

・
一
般
に
つ
い
て
は
、
直
接

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

問
い
合
わ
せ

大
村
市
陸
上
競
技

協
会

・
奥
村
(
包
⑭
2
6
8
5
夜

間
・休
日
、

宮
(⑪
2
6
1
1
昼
間
)

ま
た
は
体
育
課
へ

V
み
や
び
舞
l
慰
問

V
民
踊
協
会

l
浪
曲
大
会
招
待
券

V
民
踊
愛
好
会

1
慰
問

'v
寺
井
ト
メ

(乾
馬
場
町
)
l
万

円V
宮
崎
猛
憲
(
徳
泉
川
内
町
)
イ

モV
田
平
町
生
活
学
級
委
員
会
(
北

松
浦
郡
)
慰
問

V
徳
泉
川
内
町
町
内
会
l
石
け
ん

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
古
町
5
区
町
内
会

1
3
千
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固
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)
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期
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(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

2日
当番医 15日

耳とことばの相談 福祉センター 13: 00 ~ 12> : 00 

(日)
(内・小)寺井医院 玖島 1丁目 合② 3574 (土)
産大村中央産婦人科医院水主町 2丁目 8②3850

当番医

安産教室 市役所 9 ・ 30~ 11 ・ 00 ②9 : 30 まで 16日
(内・胃)藤井内科医院 東本町 fi'@ 3 8 i 8 

3日 ⑮母子健康手帳、ズボン (日)
(目艮)楠木眼科医院 東三城町 宮② 2i 1 1 

(月) 一般健康相談 市役所 13:00 ~ 16: 00 
18日⑪血圧測定 ・ みそ汁の塩分濃度 ;~IJ定ほか

(火)
乳却児健康相談 萱瀬山張所②9:30 ~ 11 : 00 I 

4日
乳幼児健康相談 松原出張所②13: 30~ 1 5 : 00 19日(火) 妊婦教室(3) 市役所 13: OO~ 16・00

(水)

5日
妊婦教室(オ) 市役所 13: 00 ~ 16: 00 3歳児健康診査 大村保健所

(水) ⑧9: 30 ~ 10: 00 13: OO ~ 13: 30 

マ歳6か月兜健康診査 20日 ⑪昭和62年6月生まれ ( 61年 12 月 ~ 62年間生まれ

市コ ミセ ン ②13: OO ~ 13: 30 (木) で、まだ受けていない人 も受診し てください

@平成元年 5月生ま れ (昭和63年12月~平成 ⑮母子健康手帳、 問診票

ア日 元年 4月生まれで、まだ受けていな い人 も受 定期巡回献血 市役所 9 ・ 30~12:00

(金) 診し て ください ) 知児教室(お口の健康と食生活) 市 コミセン

⑮ 母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
21日

⑧9 : 45 ~1 0 : 00 ⑪昭和63年6 月 ~ 7月生まれ

成人の健康相談 福祉センター⑤13:OO ~ 15: 00 ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ 、rブ

⑪40歳以上⑪血圧測定・みそ;十の塩分濃度泊IJ定ほか (金)
成人の健康相談 福祉センター 13: OO~ 15: 00 

当番医
@湾並...7日(到と同じ

9巴
(内・小)長崎医院寿古町 宮③ 8615 23日

当番医

(日) 皮 • i~必 佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町 合② 4330 (日)
l内・小)与那城医院 池田新町 宮③ 5575

l産・内)何本産婦人科内科医院 大川田町 宮⑤ 8355

10日
乳却児健康相談 竹松出張所

当番医
②9 : 30 ~ 11 : 00 13: 30 ~ 15 : 00 24日

(月) ⑮離乳食教室 10: 30 ~ 15: 00 (祝・月)
(内・外)渡辺医院松原 1丁目 合② 8275

(外・内)原医院 宮小路 1丁目 合⑤ 8427

竹田
乳鈎児健康相談 市コミセ ン

26日⑧9 : 30 ~ 11 : 00 13 : 30 ~ 15・00 妊婦教室岡) 市役所 13 ・ 00~ 1 6 ・ 00
(火)

⑪離乳食教室 10: 30 ~ 15: 00 (水)

12日 '27日
機能訓練根気の会 福祉センタ- 1 3:30 ~15:30 

(水)
妊婦教室(2) 市役所 1 3 : 00~ 16: 00 (木)

13 E3 30日
当番医

機能訓練根気の会 福祉センタ- 13: 30~ 15 ・ 30 (内・小)松尾医院 玖島 1丁目 合② 4412
(木) (日)

(耳)下山耳鼻咽喉科医院 原口町 宮③0648

14日
オ歳6か月児健康診査 略号の説明 ⑮・・・対象 ⑧..・受け付け ⑪...内容

(金)
市コミセン ⑧13 : 00~13 : 30 ⑮・一持ってく るも の

@海… 7日幽 と同 じ 当番医の診療時間 ..9:OO~ 18・00
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月
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人口の動き

11月T日現在
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)内は前月比

世帯数

( 8 ~ 1 3 日 ・ 日本M B選手会会長杯 16~ 1 8 日 ・ 賞金王場外発売、

21 ~ 25 日 ・ 歳末特選レース、 31 ~ 1月 6日・新春特選金杯)
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